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概要

本プロジェクトでは，機関リポジトリのコンテンツ拡充及び日本の学術情報流通の基礎データ
を提供するために，「学協会著作権ポリシーデータベース」（以下，SCPJ データベース）のデー
タ更新及び機能拡充を行うとともに，関連団体及び学協会との情報共有・意見交換を行い，オー
プンアクセス（以下，OA）への理解を促進し，各学協会のOA方針検討を支援することを目的
としている。

SCPJの系譜

� 平成１８年度国立情報学研究所CSI 委託事業
「著作権ポリシー共有機能」
筑波大学，神戸大学，千葉大学

� 平成１９年度国立情報学研究所CSI 委託事業
「国内学協会等の著作権ポリシー共有・公開プロジェクト」
筑波大学，千葉大学，神戸大学

� 平成２０～２１年度国立情報学研究所CSI 委託事業
「オープン・アクセスとセルフ・アーカイビングに関する著作権マネジメント・プロジェク
ト（SCPJ プロジェクト２）」
筑波大学，北海道大学，千葉大学，東京工業大学，金沢大学，大阪大学，神戸大学

� 平成２２～２４年度国立情報学研究所CSI 委託事業
「オープンアクセスとセルフ・アーカイビングに関する著作権マネジメント・プロジェクト
（SCPJ プロジェクト３）」
筑波大学，千葉大学，東京工業大学，神戸大学
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１． 背景

日本最初の機関リポジトリが千葉大学で
２００４年度に公開されて以来，多数の機関リポ
ジトリが国内に構築された。登録されるコン
テンツの種類は紀要論文，講義資料，研究報
告，学位論文といった様々な種類がある。そ
のなかでも学術雑誌掲載論文の登載にあたっ
ては特に著作者と著作権者が別である場合が
多く，著作者自身の意思のみで登載を進める
ことができず，著作権者から公衆送信権と複
製権行使の許諾を受ける必要がある。
著作権の帰属や著作物の利用に関する事項
を調べる作業は，多くの時間と労力を必要と
する。
日本で機関リポジトリが構築され始めた
頃，欧米出版社のOA方針については英国
Nottingham大学の運営する SHERPA/Ro-
MEOを利用してリポジトリ登載の可否の確
認を集約して行うことができた。しかし国内
で発行された学術雑誌については同様のデー
タベースが存在していなかった。
日本の学協会のポリシーは欧米のケースと
異なり，著作権が出版社ではなく学協会に存
することが多く，出版社ベースで方針を確認
する場合に比べて労力をより多く必要とする
状態であった。
これら学協会に対する調査が２００５年度に国
立大学図書館協会学術情報委員会の小委員会
であるデジタルコンテンツ・プロジェクトに
より実施された。このアンケート調査は「著
作権の取り扱い等に関するアンケート調査」
（以下，DCP調査）と呼ばれ，学会名鑑
２００４～２００６年版に掲載された１，７３０学協会を
対象に郵送で行われた。５０％近くの回答率で
あったが，レポートを発表するに留まったた
め，これらを利活用する方法としてデータ
ベース化して公開することが求められてい
た。
この調査を継承，発展するものとして２００６

年の CSI 委託事業募集に対して個別に応募
した筑波大学，千葉大学，神戸大学の３大学
が連携分担する SCPJ プロジェクトが発足
し，２００８年度からは東京工業大学を加えた４
大学により継続された。その後引き続き第３
期（２０１０～２０１２年度）の活動が行われてきた。

２． 実施内容

２．１ 学協会著作権ポリシー調査
学協会著作権ポリシーをデータベース化す
るために調査を行った。
著作権ポリシーは機関リポジトリを始めと
したインターネット上で無料で公開すること
（オープンアクセスという）についての著作
権者の許諾状況を表している。大きくは以下
の４つのパターンに分けられる。
１． 査読前・査読後のどちらでもよい
２． 査読後の論文のみ認める
３． 査読前の論文のみ認める
４． リポジトリへの保存を認めていない
５． 検討中・非公開・無回答・その他
それぞれ許諾状況を色で対応させ，１から
Green, Blue, Yellow, White, Gray で表し，著
作権ポリシー調査の際にもこの用語を使って
学協会に照会している。
調査方法は，学会名鑑に掲載された学会を
中心に連絡先を調査し，学会事務局に対して
郵便により照会した。また，すでに学協会
Webサイトも同時に調査し，公開規則URL
とともにデータベースに反映した。電子メー
ルアドレスも把握し，電子メールによる照会
も行なっている。
学協会事務局は固定した連絡先を持たず
に，大学間を数年単位で移動していることが
多く，それをフォローすることも業務のひと
つであったが，更新には困難な部分もあっ
た。主に事務局の移転情報はWebサイトな
どを参照することにより行ったが，ある年度
においてはサイトが公開されていなかった
り，学協会の主体が本当に連続しているか，

１



言い換えれば学協会の正式サイトとはみなし
にくい個人がボランティアで作成したWeb
サイトとおもわれる場合も多数あった。学協
会の連絡先情報は当然ながら前任者から得ら
れる情報がもっとも簡単であり，かつ確実な
ものとして利用できた。
査読付き論文を対象とした著作権ポリシー

データベースであるため，学会名鑑が査読誌
を持つ学会を対象としているものとして調査
を行った。
回答は郵送及び電子メールに調査票の回答
を添付するか，Webフォームによる方法を
選択できる。

SCPJ サイトからの著作権ポリシーの連絡画面
＜http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/info/question>

平成２２年度
平成２２年１２月１０日
国立情報学研究所・国立大学図書館協会
共催シンポジウム「大学からの研究成果
オープンアクセス化方針を考える」の開
催案内を本プロジェクトで調査・把握し
ている２，２３０の学協会のメールアドレス
に送付。
国立大学図書館協会学術情報委員会と連携
し，国内２，４６２学協会に SCPJ 調査協力依頼
及び機関リポジトリ広報資料（リーフレット）

を郵送。リーフレットは SCPJ サイトで公
開。

平成２３年度
著作権ポリシーGray（検討中・無回答）の
１，３８８学協会に対する悉皆調査。
学協会Webサイト調査及び欧文誌出版社
のポリシー調査に基づく内容確認依頼を合計
１，６４７学協会に対してメール及び郵送で実施。
NII 学協会情報発信サービスが停止する予
定にともない，これを利用する５２５学協会サ

２



リーフレット国立大学図書館協会学術情報委員会「機関リポジトリとは？／機関リポジトリ
FAQ」＜http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/info/gakkai.html>

リーフレット「著作権ポリシーの公開と共有／著作権ポリシー検討フロー」
<http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/info/gakkai.html>

３



イトの移転確認作業を実施。

平成２４年度
著作権ポリシーGray（検討中・無回答）の
１，４９８学協会に対する悉皆調査。
学協会Webサイト調査及び欧文誌出版社
のポリシー調査に基づく内容確認依頼を合計
１，５７３学協会に対してメール及び郵送で実施。
平成２３年度末のNII 学協会情報発信サービ
ス停止にともない，これを利用していた５２５
学協会サイト中１０６学協会のWebサイト
URLを更新。９学会のWeb サイトの存在が
確認できず。

２．２ 学協会関係者等との意見交換・情報共
有

平成２２年度
平成２２年８月２４日
第３回 SPARC Japan セミナーにおいて
発表と協力依頼チラシの配布。パート
ナー学会との懇談に出席し，意見交換。
これまでの調査に対する学会からの質
問・意見を踏まえて，SPARC Japan
パートナー誌を刊行する STM系３学会
へのOA方針に関するインタビュー実
施。

平成２３年２月３日
（社）日本アレルギー学会にインタビュー
実施。

平成２３年２月８日
（社）応用物理学会にインタビュー実施。

平成２３年度
平成２３年１１月１８日
中西印刷株式会社NACOS学会事務セ
ンター訪問。意見交換及び学協会への働
きかけを依頼。

２．３ 講師派遣
平成２３年度
平成２３年９月８日

機関リポジトリ新任担当者研修（広島会
場）

平成２３年１０月６日
機関リポジトリ新任担当者研修（NII 会
場第１回）

平成２３年１１月１８日
「近畿における機関リポジトリコミュニ
ティ形成の支援」第３回連続研修会（京
都ノートルダム女子大学）

平成２３年１１月２１日
機関リポジトリ新任担当者研修（NII 会
場第２回）

平成２４年度
平成２４年８月２３日
機関リポジトリ新任担当者研修（筑波会
場）

平成２４年９月６日
機関リポジトリ新任担当者研修（岡山会
場）

平成２４年１０月１８日
機関リポジトリ新任担当者研修（NII 会
場）

平成２４年１０月２５日
大学共同利用機関におけるリポジトリに
関する情報交換会（国立民族博物館）

平成２４年１２月１３日
機関リポジトリ担当者のための著作権
ワークショップ（大阪大学）

２．４ SCPJ データベース機能拡充
平成２２年度
（１）複数編集アカウントの制御機能，編集

履歴管理機能の実装
（２）編集・入力画面及び統計表示の改善
（３）NII「学協会情報発信サービス」に従っ

た研究分野の分類付与
（４）英語版ページの作成
（５）Web フォームでのポリシー連絡機能追

加

４



統計表示機能< http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp/info/stat>

平成２３年度 （１）データ管理項目追加
（２）表示インターフェース改修
（３）CiNii Books 連携機能追加

CiNii Books 連携機能

５



平成２４年度
（１）データ管理項目追加
（２）学会名鑑Web連携機能の追加

３． 成果・波及効果

３．１ 学協会著作権ポリシー策定の支援効果
SCPJ プロジェクトでは学協会に対して主
に２つの関わり方をしている。
ひとつは学協会に対しての著作権ポリシー
調査であり，もうひとつは学協会または関連
団体との会合による意見交換である。
学協会関係者とのインフォーマルな意見交
換の機会を持ったことで，学会のOA方針
の策定に関する具体的な知見を得ることがで
き，また同時に機関リポジトリ構築の実務に
ついての情報を提供することができた。
学協会に対しての著作権ポリシー調査で
は，電子メール及び郵送により調査した結
果，以下のように登録学協会数，ポリシーの
不明率は推移してきた。

Gray 学会
第２期 CSI 委託事業終了時

６８．８％（登録学協会総数２，１６２件）
平成２２年度末

６７．３％（登録学協会総数２，４６０件）
平成２３年度末

５９．２％（登録学協会総数２，４８９件）
平成２４年度末

５３．１％（登録学協会総数２，６０６件）

上に挙げたとおり，Gray 学会の割合が少
なくなってきている，それもコンスタントに
同じくらいの割合で少なくなって来ている。
この状況が示すものは学協会が機関リポジト
リ，またはオープンアクセスを理解し，何ら
かの意思を示す必要性を感じたものではない
だろうか。
こうした動きは，これまで持続的に行なっ
てきた SCPJ プロジェクトの活動が，オープ

ンアクセスや機関リポジトリについて学協会
が知る契機となり，その重要性を認識させる
ものして十分機能したものと推定される。
現在Gray から Blue, Green の方針を明ら
かにする学協会が増加しており，一機関リポ
ジトリ担当者として喜んでいる。しかしそれ
よりも重要なのは，学協会が機関リポジトリ
やオープンアクセスについての姿勢を明らか
にしていることであろう。
たとえWhite（リポジトリ登載不可）の方
針であったとしても，その方針を明らかにす
ることは重要である。つまりオープンアクセ
スを理解した上で，学協会にとっての最適な
方策としてポリシーを明らかにされているか
らである。このことにより（無回答・検討中）
の割合が低下し，すべての学協会のポリシー
が明らかになることが理想であるが，実際の
ところさまざまな理由により難しい。
機関リポジトリの担当者としては出来る限
りオープンアクセスの方針を打ち出してくれ
ることを望むが，学協会の利益に反するポリ
シーを強制することはできない。機関リポジ
トリ登載を許すことにより学協会の活動を阻
害することも十分に考えられる。
現在もポリシー調査についての問合せが毎
日のようにメールまたは電話で寄せられてい
る。寄せられる質問，意見等を例示すると主
なものは以下のとおりである。

１）著作権ポリシーの回答はしたいが，現在
回答できないのでGray（検討中）としてほ
しい。ほぼ方針は定まっている。
２）オープンアクセスとは何か。
３）現在学協会の雑誌は特定サイトで無料で
公開している。あらためて機関リポジトリで
公開することに疑問がある。

などである。
１）は学協会内の意思統一を行う必要から，
総会，理事会等を開いてそこで決定するため
保留としておいてほしいという理由が多い。

６



総会で決定を行うタイミングは年に１回くら
いであることも多いので，このような連絡が
あったときにはデータベースをGray（検討
中）としてデータを更新し，その後１年ほど
してから再度回答をもらって更新するという
長期的な観点で対応している。
２）の疑問は３）とも重なる部分があり，そ
もそも調査の目的が理解できないということ
から，オープンアクセスと機関リポジトリに
ついての説明を求められるケースである。こ
の場合はおよそ電話での問合せであることが
多く，電子メールでは何度もやり取りしなけ
ればならないような内容をおよそ１０分から２０
分程度会話することにより，調査内容をご理
解いただくというかたちである。時には１時
間近くにわたり電話する場合もある。
無料で学協会誌を公開しているケースにつ
いてはオープンアクセスという観点からは十
分ではないかと質問を受ける場合もあるが，
そのような際は研究成果公開を積極的に開示
することが求められている現状において，機
関リポジトリが果たす役割の重要性を強調し
ている。大学の機関リポジトリを見ることに
より，どのような研究者がいて，どういう研
究がなされているかを示すことには大きな意
義があると説明している。
電話で疑問が解消したのち，理事会等でそ
のまま検討となる場合と，あらためて調査資
料を送ってほしいと求められる場合とがあ
る。

以上のように，調査を送ると多くの場合は
時を経ずに反応があり，一時回答保留とした
ケースでも方針決定後に学協会側から自発的
に情報提供が行われるケースも多く存在する
こと，先に挙げたように回答が調査期間を過
ぎても継続的に連絡がある事実は，数年間に
わたる調査が学協会に対して想像以上に浸透
していることを示すものである。

３．２ SCPJ データベースの認知度向上と共
有データベースの整備

現在は SCPJ データベースについて，機関
リポジトリ担当者及び学協会担当者に対して
は高い割合で認知されて来ていることが実感
できる。また必要性についても理解されてい
る。
SCPJ データベースでは特定の管理者以外
でも編集できる機能を追加している。
現在のところ役割は２つに分けられている。
学協会（society）とスタッフ（staff）であ
る。
学協会アカウントでは，データベース中に存
在する学協会ページと紐付けがされており，
編集権限のある学協会とその発行雑誌ページ
のみが編集できる。対してスタッフ側は学協
会に問合せを行った結果をプロジェクト連携
機関に承諾されることなく更新することがで
きる。
スタッフの権限は大きいものがあるため編
集には注意が必要であるが，もし誤った操作
をしてデータを更新した場合，管理者のアカ
ウントによりバックアップからデータを戻す
ことも可能である。
２０１３年３月現在，管理者権限１，スタッフ権
限１５，学協会権限９が登録されているが，まだ
まだ共有データベースとしての認知度は低
い。この状態を解消するためにデータベース
の広報，説明に努めていきたい。

４． 課題及び課題解決へ向けての展望

４．１ 学協会のオープンアクセスへの認知度
向上

３．１で学協会のオープンアクセスへの認知
度が向上していると書いたが，第３期の終わ
り（～２０１２年度）までに調査対象としていた
学協会の約半数は著作権ポリシーがGray の
ままであり，まだデータベースの中身として
十分とはいえない。
しかしこれまで数年にわたって行なってき
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た悉皆調査は，徐々にそのオープンアクセス
や機関リポジトリの理解を向上させてきたと
はいえ，今後これだけのコストをかけ続ける
ことは困難である。
悉皆調査のかたちではないメンテンスモー
ドへのシフトと，機関リポジトリに登録対象
としたい雑誌を中心とした各機関リポジトリ
担当者の直接のニーズと結びつくことによ
り，データの更新が充実するのではないかと
期待している。その際，CSI 委託事業（領域
２）「文献自動収集・登録ワークフローシステ
ムの開発」プロジェクトで開発された著作権
処理状態管理システムが有用ではないかと注
目している。

４．２ 機関リポジトリへのSCPJ データベー
スを利用した学術雑誌掲載論文の登載
率向上

SCPJ のデータベースは認知されてきてい
るため，学術雑誌論文を機関リポジトリに登
載するにあたっては参照ツールのひとつとし
て利用されていると自負しているが，必ずし
も自機関のリポジトリに学術雑誌掲載論文を
登載する割合は高くない。紀要論文のコンテ
ンツが機関リポジトリの大部分を形成してい
ることも少なくない。これらのことから，
SCPJ の利用率は必ずしも高くはないと考え
られるため，今後オープンアクセスを機関リ
ポジトリのコンテンツの主軸に据えるような
活動とともに，SCPJ 自体の利用率を向上さ
せる。

５． 今後の計画

これまで SCPJ プロジェクトで行なってき
た活動内容は主にデータベースの拡充に重点
が置かれていた。悉皆調査の結果も踏まえて
今後は方針を変更していく必要性を感じてい
る。今後はデータベース拡充活動からオープ
ンアクセスに関する広報及びコンテンツ増加
促進運動にシフトして行きたいと考えてい

る。

５．１ データベースの整備・拡充の日常業務
化

これまでの悉皆調査には拘らず，データ
ベース方面はメンテナンスモードとし，日常
的に随時更新していく。

５．２ SCPJ の活用によるコンテンツ充実の
ための広報活動

コンテンツ利用分析（ILL，論文データの
アクセスログ解析）等を踏まえて，より利用
の多い，必要性の高いコンテンツを中心とし
たリポジトリ登録を行うことにより，SCPJ
データの価値を高める。そのための広報活動
を行なっていく。

５．３ その他のオープンアクセスに関する情
報収集・広報活動

オープンアクセスについての情報発信は海
外を中心に盛んである。日本国内においても
オープンアクセスジャパンの活動が広く知ら
れているが，SCPJ においても情報の発信源
のひとつとしての役割を果たしていきたい。
メーリングリスト，SNSなどを含む広報も
模索していく。

SCPJ関係資料

広報資料等

２００８年作成
Activity to manage copyright policies con-
cerning open access and self-archiving
（SCPJ project）
２００７年作成
大学図書館から著作権ポリシー調査に関する
学協会様へのお願い
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